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第１章　はじめに

このマニュアルは、ＭＩＳ ＡＳ－５２７０の使い方を説明するものです。

ご使用に先立ち、必ずこのマニュアルを最後までお読みください。

本製品には以下のものが含まれています。

ＡＳ－５２７０の梱包内容

 ①　ＡＳ－５２７０カード

 ②　ＡＳ－５２７０ドライバーツールディスク

 ③　ＡＳ－５２７０セットアップマニュアル

１・１　概要

ＭＩＳ ＡＳ－５２７０は、ＰＣＩバスを採用した絶縁型８０チャンネル

出力機能を持つＰＣＩハーフサイズカードです。また、多彩な動作モードを

実現するためのタイマー機能を搭載しています。

タイマー機能として内部クロック動作のタイマーが実装されています。

タイマー出力により割り込みを発生させることも可能です。

カード認識用に論理アドレス用ジャンパーポストを用意しています。こ

れにより複数枚差した場合のカードの識別をカードの位置やアドレスでなく

論理アドレス用ジャンパーによって行うことが可能となっています。

割り込み信号はＰＣＩバス経由でＣＰＵに供給されます。レベルトリガ

ーとして供給され同じＩＲＱｎｏを共有することが可能です。

本カードに付属しているドライバーツールによりＤＯＳ、Ｗｉｎ９５、

ＷｉｎＮＴでのプログラム開発に必要なドライバー利用環境が提供されます。

（注）　共有割り込みは対象割り込みを使用しているドライバーがすべてサ

ポートしているときのみ利用可能です。
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１・２　特徴

● ８０チャンネルインタフェース

● タイマー機能により時間単位の割込みが可能

● カード識別用論理アドレスジャンパポストを搭載

● レベルトリガーによる共有割り込みサポート

● ドライバーツール ： ＤＯＳ、Ｗｉｎ９５、ＷｉｎＮＴ

（注）ＯＳＲ２、Ｗｉｎ９８にはＷｉｎ９５用がそのまま対応します。

１・３　仕様

● 出力インターフェース

 ＰＳ２８０１（絶縁型フォトカプラ）　ＴＤ６２０８４（ドライバー）

 定格出力    １２Ｖ／５ｍＡ（ＩＣの交換にて＋５Ｖ，＋２４Ｖに対応）

 ● タイマー  ＮＥＣ μＰＤ７１０５４　８ＭＨｚ ｃｌｋ

 ● ＰＣＩブリッジ  ＰＬＸ　ＰＣＩ９０５０

 ● バス規格

 　ＰＣＩ規格 第２.１版準拠（３３ビット／３３ＭＨｚ、＋５Ｖシステム）

● 割込み ＩＮＴＡ＃サポート、総消費電力定義 ７．５Ｗ以下

 ● 占有アドレス空間   入出力空間：連続３２バイトアドレス

 ● 動作電源および消費電力　　＋５Ｖ±５％  最大１．６Ａ

 ● 動作温度範囲　 ０～＋７０℃（ただし結露せぬこと）

 ● 外形寸法　１８５ｍｍ×１０７ｍｍ×１４ｍｍ、１スロット占有

 ● 外部コネクタ　　３Ｍ社製

 PCB : 102A0-52A2JL、 PLUG : 101A0-6000EL、

 SHELL : 103A0-A200-00

 ● ＰＣＢ材質　　 ＦＲ－４（ＵＬ ＶＯ）、１．６ｍｍ厚
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１・４　ブロック・ダイアグラム
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第２章　セットアップ

ＡＳ－５２７０を利用するアプリケーションを開発するまでのステップを

手順にそって説明します。

　～　セットアップ／利用手順　～

ステップ１　ハードウェア設定

 ・ジャンパーポストの設定
 ・カードの搭載

ステップ６　アプリケーションの開発

ステップ４ 動作チェック

 ・カードの認識テスト
 ・カードの動作テスト

ステップ３　ソフトウェア設定

 ・ＢＩＯＳの設定
 ・ＯＳの起動

ステップ５　ソフトウェアの導入

 ・ドライバツールの導入

ハードウェア設定

電源の投入

ソフトウェア設定

動作チェック

ソフトウェアの導入

アプリケーションの開発

ステップ２ 電源の投入

ケーブルの接続

アプリケーションの実行

ステップ７　ケーブルの接続

ステップ８　アプリケーションの実行
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２・１　ハードウェア設定

ＡＳ－５２７０のハードウェア設定については、ＰＣＩバスの自動コンフ

ィギュレーション機能によりアドレスや割り込み番号の設定は必要がありま

せん。ドライバーが使用する論理アドレスジャンパーと割り込みラインを接

続するジャンパーのみを設定します。また、ボード上にはＰ１～Ｐ５までの

ジャンパポストも用意されていますが、出荷設定のままお使いください。

１） ジャンパーポストの設定

＜ジャンパーポストＰ７＞

ジャンパーポストＰ７の１－２間を短絡することにより割り込み信号線Ｉ

ＮＴＡ＃が使用可能になります。なお、ＩＮＴＡ＃の動作は非同期レベル割

り込み固定になっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通常設定　通常設定　通常設定　通常設定　：：：：　　　　短短短短絡絡絡絡

（注） カードの割り込みをＰＣＩバスラインに出さない必要がある時にの

み開放します。通常は短絡状態のまま使用してください。カードの割り込み

を禁止することが必要な場合は「割り込み設定ツール」PCIINT.EXE を使用

して行ってください。

＜ジャンパーポストＰ８＞

ＡＳ－５２７０にはＩＳＡバスカードに見られる物理アドレス指定用のス

イッチやジャンパはありません。これに代わる４ビット分の論理アドレス指

定用としてジャンパーポストＰ８を設置しています。このジャンパーポスト

データは汎用入力ポート（ソフトウェア上、自由に使用可能）に接続されて

いて、ハードウェアだけでは何の意味もありません。すべてソフトウェアで

の利用に委ねられています。

読み込まれるデータはドライバーによりカードの識別用カードＮｏ情報と

して用いられます。

開放:割り込みライン非接続
短絡:割り込みライン接続

1  2
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ＡＳ－５２７０をＰＣＩバス上に複数枚搭載する場合は、カードＮｏ情報

を変えて設定してください。

例）　ＡＳ－５２７０ （１枚目）  Ｐ８　１　（カードＮｏ１）

　　　ＡＳ－５２７０ （２枚目）  Ｐ８  ２  （カードＮｏ２）

　　　ＡＳ－５２７０ （３枚目）  Ｐ８　３　（カードＮｏ３）

＜ジャンパーポストＰ１～Ｐ５＞

 ＡＳ－５２７０では、フォトカプラ駆動用の外部電源・内部電源選択用に

１２ピンのジャンパ･ポストＰＰＰＰ１１１１～ＰＰＰＰ５５５５を用意しています｡しかし、基板上に

ＤＣ－ＤＣコンバーターは実装されていないため、内部電源を選択すること

は出来ません。よって、ＡＳ－５２７０には外部から電源を供給する必要が

あります。

２） カードの搭載

電源ＯＦＦを確認した上で、カードをＰＣＩバス上のカードスロットに挿

入してください。この時、カードスロットやカードに無理な力がかからない

ように注意してください。

挿入後カードゲージにネジ止めをしてください。ネジ止めをしない場合、

動作が不安定になります。

注意注意注意注意！！！！　電源ＯＮの状態で挿入したり、力をかけ無理に挿入したりすること

は絶絶絶絶対対対対にしないでください。

8  7  6  5

1  2  3  4

 1 :1-8、2-7、3-6
 2 :1-8、2-7、4-5
 3 :1-8、2-7
 4 :1-8、3-6、4-5
 5 :1-8、3-6

 6 :1-8、4-5
 7 :1-8
 8 :2-7、3-6、4-5
 9 :2-7、3-6
10 :2-7、4-5

11 :2-7
12 :3-6、4-5
13 :3-6
I4 :4-5
15 :None

カード No 設定

内部電源使用時：8-9,11-12
外部電源使用時：1-2,4-5,7-8,10-11（出荷設定）

 3

 2

 1

12

11

10
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ハードウェアの設定が終了した後、電源を投入してカード周辺で異常がな

いことを確認してください。電源投入後引き続きソフトウェアの設定を行い

ます。

２・２　ソフトウェア設定

ＡＳ－５２７０はＩ／Ｏアドレスと割り込み番号（ＩＲＱｎｏ）の割り当

てを必要とします。この割り当て自身はＣＰＵカードに搭載されているＰＣ

ＩＢＩＯＳが起動時に自動で行いますがＩＳＡバスに割り当てるＩＲＱｎｏ

との調整が必要となる場合があります。

１） ＢＩＯＳの設定

ＰＣＩバス上のデバイスに対してＰＣＩＢＩＯＳが起動時にＩ／Ｏアドレ

スと割り込み番号（ＩＲＱｎｏ）を自動設定します。Ｉ／Ｏアドレスについ

ては問題が起こる可能性は低いのですが、ＩＲＱｎｏについてはトラブルの

原因となることがあります。

はじめはデフォルトのままで操作を継続し動作が安定しない場合は以下の

手順でＢＩＯＳによる調整を行ってください。

・ ＰＣＩカードに特定のＩＲＱｎｏを割り当てない方法

（例）ＡｗａｒｄＢＩＯＳ設定画面

　　<PNP AND PCI SETUP>

   IRQ-12 Assign  Legacy ISA         <- PCI/ISA PnP

この例ではＩＲＱ１２をＰＣＩバスに割り当てずＩＳＡバス専用として設

定しています。この方法により特定のＩＲＱｎｏをＰＣＩバスに割り当てら

れないようにすることが可能です。

上記の例のＢＩＯＳではＰＣＩバスカードとＩＳＡバス上のＰｎＰカード

に対して PCI/ISA PnP 用に設定されているＩＲＱｎｏが割り振られます。

ＰＣＩバス上カードの割り込みはレベルトリガーで実現されるように規定

されていて共有割り込みが前提となっています。しかし、古いＰＣＩカード

の中にはエッジトリガータイプで共有割り込みをサポートしていないものも

あります。このような時には、ＢＩＯＳ設定でそれぞれ別のＩＲＱｎｏが割
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り振られるように調整することが必要となります。

ＩＳＡ ＰｎＰカードおよびＰＣＩカードの一部についてはＢＩＯＳの起

動時に割り当て情報が表示されますので確認してください。また本ツールデ

ィスクに添付されているＰＣＩチェックプログラム（PCIUTL.EXE）を使用し

てＰＣＩバス上のデバイスに割り当てられた割り込みの詳細を確認できます。

（注） 例で示したＡｗａｒｄＢＩＯＳ以外でもほとんどの場合、同様の設

定がＢＩＯＳ設定画面上でできるようになっています。ご使用のパソコンま

たはＣＰＵカードの設定仕様を確認の上行ってください。

２） ＯＳの起動

システムをリセットしてＯＳを起動してください。

＜ＤＯＳの場合＞

正常に起動した場合、プロンプトメッセージが表示されコマンド入力待ち

なります。

例） C:¥>

＜Ｗｉｎ９５の場合＞

正常に起動した場合、デスクトップが表示されマウスによる操作が可能に

なります。

カードを搭載して最初の起動タイミングに新しいデバイスとしてＡＳ－５

２７０が認識されます。タイプは PCI Bridge となります。この時、ドライ

バーをインストールするかどうか「新しいハードウェア」ダイアログがオー

プンして聞いてきます。ドライバーツールディスクをＦＤユニットに挿入し

て「ハードウェア製造元が用意するドライバー」を選択してください。
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　新しいハードウェア

ハードウェア製造元が用意するドライバー

一覧から選ぶ

ドライバーをインストールしない

ＯＫ

ＡＳ－５２７０を複数枚搭載した場合、枚数分だけ上記の選択が必要とな

ります。一度設定した場合、2 回目からの起動タイミングで上記のダイアロ

グは表示されません。

＜ＯＳＲ２／Ｗｉｎ９８の場合＞

　Ｗｉｎ９５と同様に［新しいハードウェア］ダイアログが表示されドラ

イバーのインストールを要求してきます。ドライバーツールディスクをＦＤ

ドライブに挿入してウィザードを進めます。

＜ＷｉｎＮＴの場合＞

ブートアップが正常に行われて最初のログインダイアログが表示されます。

（注） ＯＳの起動がうまく行かないときは、ＢＩＯＳの設定やハードウェ

アの設定に戻り確認して再設定を行い、再起動してください。

２・３　動作チェック

ドライバーツールに含まれる動作チェックプログラムを実行してカードが

ＰＣＩバス上で正常に動作しているかチェックします。ＤＯＳ用のプログラ

ムとして用意していますが、Ｗｉｎ９５ではＤＯＳプロンプト上でも実行す

ることができます。

ドライバーツールディスケットをＦＤドライブに挿入して下記の手順でテ

ストしてください。
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 カードの認識テスト

　ＰＣＩバスのカードとして認識されているかどうかドライバーのチェック

機能を利用してチェックします。

　 C:¥>A:
　 CD ¥DOS
　 AS5270 -c
　　 MIS AS-5270 DOS Driver v2.00  copyright (c) 1998 Yamashita ...
　　 Probed Card Listing
　　   AS-5270  cardno:NN ioport:0xPPP irq:II
     ...
 （注）複数枚存在する場合、枚数分表示されます。

　　cardno :　カードＮｏ （ジャンパーポストＰ３の値）

　　ioport :　ポートアドレス （ＰＣＩＢＩＯＳが設定）

　　irq :　　 ＩＲＱ ｎｏ （ＰＣＩＢＩＯＳが設定）

２） カードの動作チェック

カードテストプログラムを使用してＰＣＩバスを通じたカードアクセスが

可能か動作チェックを行います。

　 C:¥>A:
　 CD ¥DOS
　 TST5270 num           num  カードＮｏ１-１５
　 AS5270 Self Test (Card:num) Start
　 ...
　 Port/IRQ Resource .. Port:0xPPPh-0xPPPh Irq:II
　 ...
　 AS5270 Self Test OK

（注） この時ＡＳ－５２７０の外部コネクターには何も接続しないでくだ

さい。

カードが正常に動作している場合は最後に AS5270 Self Test OK と表示さ

れます。この表示がなされない場合カードは正常に動作していません。ハー

ドウェアの設定にもどり再確認してください。

カードＮｏにはジャンパーポストＰ８で設定したカードＮｏと同じ値を指

定します。
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２・４　ソフトウェアの導入

ＡＳ－５２７０には、ＤＯＳ／Ｗｉｎ９５／ＷｉｎＮＴで利用するドライ

バーとプログラム開発に必要なサンプルプログラムを含むツール環境が用意

されています。

・ ドライバーツールの導入

ドライバーツールディスケットをＡドライブに入れＤＯＳプロンプトから

ルートディレクトリー内にあるインストールプログラム（install.bat）

を実行してください。

（Ｗｉｎ９５／ＮＴの場合はＤＯＳプロンプトを起動してインストールし

ます。）

C:¥>A:
A:¥>install
***********************************************
*        MIS AS-5270  PCI 80ch DO Card
*     I/O Driver Tool for DOS/Win95/WinNT
*                 Installer
***********************************************
OS is [Win95]
======= Install Driver Tool =======
Driver Tool Directory is [C:¥MIODEV]
Install Driver Tool Ok ? [Y/N/Q] y
...
Install Driver Tool End.
======= Install Win95 Drivers =======
Windows System Directory is [C:¥WINDOWS¥SYSTEM]
Install Windows Drivers Ok ? [Y/N/Q] y
...
Install Drivers End.
A:¥>

ＤＯＳ上で実行した場合は OS is [DOS]と表示されＷｉｎ９５用ドライバ

ーのインストールはされません。

ＷｉｎＮＴで実行した場合は OS is [WinNT]と表示されインストールの最

後にリブートを即すメッセージが表示されます。インストール後、ドライバ
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ーを起動するためにシステムをシャットダウンして再起動してください。

======= Install WinNT Drivers =======
Windows System Directory is [C:¥WINDOWS¥SYSTEM32]
Install Windows Drivers Ok ? [Y/N/Q] y
...
Install Drivers End.
**********************************************************
Reboot System Now, so that New Driver will be Active !!!
**********************************************************
A:¥>

２・５ アプリケーションの開発・実行

導入されたドライバーツールを利用してアプリケーションを作成してくだ

さい。ドライバーアクセス用のライブラリー仕様についてはツールディレク

トリーに導入されているオンライン文書を確認してください。

オンライン文書       AS5270¥DOC¥MANUAL.TXT (テキストファイル)

アプリケーションプログラムのサンプルとして以下の開発環境に対応した

ものを用意しています。

＜ＤＯＳ用＞
１６ｂｉｔリアルモードアプリケーション
Microsoft Visual C++ 1.0
Borland C++ 3.0/4.5/5.0
　　　　-- TST5270 プログラム --
　　　　AS5270¥DOS¥SAMPLE¥TST5270.C

＜Ｗｉｎ９５／ＮＴ用＞
Ｗｉｎ３２　３２ｂｉｔプロテクトモードアプリケーション
Microsoft Visual C++ 4.0/5.0
Borland C++ 4.5/5.0
　　　　-- TST5270 プログラム ---
　　　　AS5270¥WIN95NT¥SAMPLE¥TST5270.C
　　　　--- Win32 サンプルプログラム ---
　　　　AS5270¥WIN95NT¥SAMPLE¥SAMPLE.C, SAMPLE.H, SAMPLE.RC
Microsoft Visual Basic 4.0/5.0
　　　　--- Visual Basic サンプルプログラム ---
　　　　AS5270¥WIN95NT¥SAMPLE¥VBSAMPLE.VBP, VBSAMPLE.FRM
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C / C++ 開発環境としては上記以外でもアプリケーション作成が可能で

す。弊社では上記以外に Watcom C/C++ 11.0 Symantec C++ 7.2 でも作成を

確認しています。

アプリケーションが作成できたところで外部接続コネクターにケーブルを

接続し動作確認およびプログラムデバッグを行ってください。

このサンプルプログラムでポートの出力を行うことでハードウェアの接続

確認が可能です。

サンプルプログラム利用方法

・  プログラム起動    SAMPLE.EXE

　　ＤＯＳプロンプトまたはエクスプローラー等から起動します。

・  カードセレクト

　　[Select/Card] メニューを選択　カード選択ダイアログでカードＮｏを

指定します。この段階でドライバーがロードされます

・ ポート出力

    [Port/Out] メニューを選択　ポート出力ダイアログでポート出力を行

います。Ｈｅｘデータでセットします。

　　ポートの対応    Unit 1  Port Offset 0   ->  Port 0

                    Unit 2  Port Offset 0   ->  Port 5

       　　　　　　　　　　5 Port を 1 Unit としています。
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第３章　ハードウェアについて

ＭＩＳ ＡＳ－５２７０のハードウェアに関して説明します。

３・１　Ｉ／Ｏコネクター

　ＡＳ－５２７０は外部と接続するために１００Ｐコネクターを備えていま

す。Ｉ／Ｏコネクターとポートの関係を下図で示します。１ポート８チャネ

ルの入力が１０ｐｉｎにまとめられており、１０ポート分として１００Ｐの

コネクターに展開しています。

Pin Port No 5270

1-10 Port  0                    Pin DIO

11-20 Port  1 1 P00
21-30 Port  2 2 P01
31-40 Port  3 3 P02
41-50 Port  4 4 P03
51-60 Port  5 5 P04
61-70 Port  6 6 P05
71-80 Port  7 7 P06
81-90 Port  8 8 P07
 91-100 Port  9 9 +COMMON

                   

10 -COMMON

Port X ( X = 0 - 9 ) に対して各チャネルは PX0-PX7 に対応します。

50 1

100 51

InpInpInpInpuuuut t t t / / / / OOOOuuuuttttpppput Cout Cout Cout Connnnnenenenecccctotototorrrr(Pa(Pa(Pa(Pannnneeeel sl sl sl sidididide e e e vvvviiiiewewewew))))
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３・２　ハードウェア機能ブロック図

ハードウェアの持つ各機能をブロック図で示します。

I/O
Connector
P00 - P97RD

内部バス

D Q

Out Register

Ｉ／Ｏポートインターフェースブロック

OE

Driver

OE : アウトイネーブル（１）／アウトディセーブル（０）

RD : 出力データリード

8M
Clock

LINT1RST

Sel

LINT1EN

LINT1

TC0

TC1

割り込みコントロールブロック

LINT1Q

(EXTINT)

(STROBE)

INTRig

        TC0 :　　　 クロック分周カウンター（uPD71054 TC0)
        TC1 :　　　 タイマーカウンター (uPD71054 TC1)
        CLKEN :　　 外部パルスカウンター入力イネーブル
        INTRig :　　割り込みトリガー
        LINT1Q :　　割り込み１リクエスト
        LINT1 :　　 割り込み１ -> ＰＣＩバス割り込み接続ブロック
        LINT1EN :　 割り込み１イネーブル
        LINT1RST :　割り込み１リセット

        Sel  ３つの入力（EXTINT,STROBE,TC1OUT）を切り替える

　　　　　　セレクター
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        TC0, TC1 はカスケード接続しています。

        TC0, TC1 の Gate 入力は High に接続しています。

LINT1
P1

PCI-BUS
INTA

ＰＣＩバス割り込み接続ブロック

LINT1 : 割り込み１   <- 割り込みコントロールブロック

割り込みはコントロールブロックを経由してＰＣＩバスのＩＮＴＡ＃に接

続されます。割り込み入力からＩＮＴＡ＃までの間にリクエストをラッチす

るラッチレジスターを挿入しています。

割り込み入力に対して立ち上がりエッジで割り込みを発生するように設計

しており、割り込み入力をホールドする必要はありません。割り込み解除は

割り込みラッチレジスターをコントロールレジスター経由でリセットするこ

とによりなされます。

３・３　タイミング

割り込みタイミング

INTRIG

LINT1Q

LINT1RST

割り込み
信号

割り込み
入力

割り込み
リセット

割り込み入力の立ち上がりエッジで割り込み信号を発生し、割り込みリセ

ットをポート経由で行うことで割り込み信号がリセットされます。
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３・４　Ｉ／Ｏマップ

I/O Space

Baseh

0000h

FFFFh

+00h   Port 0    P00 - P07

（注）ベースアドレス Base はＰＣＩＢＩ

ＯＳの自動設定機能によりシステム起動

時に設定されます。

ドライバを経由することによりベース

アドレスの取得が可能です｡任意にアドレ

スを指定することはできません｡

+01h   Port 1    P10 - P17
+02h   Port 2    P20 - P27
+03h   Port 3    P30 - P37
+04h   Port 4    P40 - P47
+05h   Port 5    P50 - P57
+06h   Port 6    P60 - P67
+07h   Port 7    P70 - P77
+08h   Port 8    P80 - P87
+09h   Port 9    P90 - P97

+10h   Reserved
+11h   Reserved

+14h   Jumper Register

+16h   Misc Select
+17h   Misc Control/Status

+12h   Reserved
+13h   Reserved

+18h   TC 0 Data Register
+19h   TC 1 Data Register
+1Ah   TC 2 Data Register
+1Bh   TC Command Register
+1Ch   TC Command Register

+0Ah   Reserved
+0Bh   Reserved
+0Ch   Reserved
+0Dh   Reserved
+0Eh   Reserved
+0Fh   Reserved

+1Dh   Reserved

+15h   Reserved

+1Eh   Reserved
+1Fh   Reserved

AS-5270 I/O Space
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３・５　レジスタ割付け

● ポート出力レジスター ( Base+00h_09h )  Read/Write

 　ポートのデータ出力用レジスター

 　P0 - P9 の 8 ビットポートデータに対応

 　Base+0Xh  X = 0 - 9

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

PX7 PX6 PX5 PX4 PX3 PX2 PX1 PX0

  　　 PXY = 0  外部レベル　接点 OFF
　　 　PXY = 1  外部レベル　接点 ON

注）Read の場合、外部レベルの値ではなくレジスターに設定した値そ

のものが読み出されます。

● ジャンパーデータリードレジスター ( Base+14h )  Read

 　ジャンパーポストＰ８のデータ４ビットを入力するレジスター

 　Base+14h

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

X X X X JP3 JP2 JP1 JP0

● セレクトレジスター ( Base+16h )  Read / Write

 　ＡＳ－５２７０カードの各種モードを設定するレジスター

 　Base+16h

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

X X X 0 I1EN 0 LTS1 LTS0

 (LTS1,LTS0) : ラッチトリガー INTRIG の入力選択ビット
     0, 0   :  Disable
     0, 1   :  タイマーカウンター TC1 出力
 I1EN : 割り込み１イネーブル LINT1EN
        = 0 : 割り込み不可     = 1 : 割り込み可

       ( ハードウェアリセット時  ALL 0 )
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● コントロール／ステータスレジスター ( Base+17h )　Read / Write

 　カードへのコントロール出力やステータス入力用レジスター

 Base+17h Read

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

X X X OE X X X I1

 I1 : 割り込み１リクエスト  LINT1Q

       = 1  割り込み 1リクエストがアクティブ
 　　　= 0  割り込み１リクエストがインアクティブ
 　　このビットが 1で割り込み１イネーブルが１の時、割り込み
 　　信号がＰＣＩバスに供給されます。
 OE : 出力の状態

 = 1  出力がイネーブル状態
 = 0  出力がディセーブル状態

 Base+17h Write

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

0 0 0 0 OERS OEST 0 I1RS

 I1RS : 割り込み１リクエストリセット
 　　1にセットしてライト  -> 割り込み１リクエストリセット

 OEST : 出力イネーブルセット
 　　1にセットしてライト  -> 出力イネーブルセット
 OERS : 出力イネーブルリセット
 　　1にセットしてライト  -> 出力イネーブルリセット

　　注）0にクリアーする必要はありません。

● タイマーカウンターコントロールレジスター ( Base+18h_1Bh )

  タイマーカウンター (uPD71054)のレジスターの４バイト領域

（注１） 各レジスターは 8ビットアクセスでリード／ライトしてください。

（注２） X とあるビットはリード時は不定です。ライト時は 0 をセットし

てください。

（注３） セレクトレジスターはハードウェアリセット時に 0 に設定されま

す。割り込みリクエスト、出力イネーブルはリセットされます。
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第４章　ソフトウェアについて

ＭＩＳ ＡＳ－５２７０に添付されるソフトウェアの内容について説明し

ます。

４・１　仕様

● ドライバー

ＤＯＳ　ＴＳＲ型常駐ドライバー AS5270.EXE

　　ダイナミックロード、スタティックロード可能

Ｗｉｎ９５　ＤＬＬ／ＶＸＤドライバー

　　AS5270.DLL  MIOIF.DLL  AS5270.VXD  MVCOMD.VXD

　　ダイナミックロード

ＷｉｎＮＴ　ＤＬＬ／カーネル（ＳＹＳ）ドライバー

　　AS5270.DLL  MIOIF.DLL  AS5270.SYS  MVCOMD.SYS

　　ダイナミックロード

　　カーネルドライバーは起動時にロード

● ドライバーアクセスライブラリー

ＤＯＳ／Ｗｉｎ９５／ＷｉｎＮＴ同一スペックインタフェース関数

開発用インクルードファイルとして提供

　Ｗｉｎ９５、ＷｉｎＮＴともにＤＬＬインターフェースを共通にして

いるため９５・ＮＴ共通のアプリケーションとして開発が可能

● ユーティリティー

動作チェックプログラム    TST5270.EXE  ( DOS )

動作チェックプログラム　　TST5270.EXE  ( Win95/NT )

割り込み設定プログラム    PCIINT.EXE　 ( DOS )

ＰＣＩチェックプログラム  PCIUTL.EXE　 ( DOS )

MIS カードチェックプログラム  MISPROBE.EXE  ( Win95/NT )

● サンプルプログラム　（ソースファイル含む）

動作チェックプログラム    TST5270.EXE  ( DOS , Win95/NT 共

通 )

ＡＳ－５２７０アクセスサンプルプログラム

　　　　　    　　　　　　SAMPLE.EXE   ( Win95/NT )

　　　　　　　　　　　　　VBSAMPLE.EXE ( Win95/NT )
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● その他

　　　オンライン・マニュアル    MANUAL.TXT

　　　インストーラー    INSTALL.BAT

● 供給形態    ＦＤ1枚  ドライバーツールディスク

４・２　ドライバー

ＭＩＳが提供するドライバーは完全にダイナミックなロードとアンロード

が可能なドライバーです。アプリケーションがドライバーを必要とする時に

ロードを行い、不要となった時には完全にアンロードすることが可能です。

ＷｉｎＮＴの場合はサービスとして起動時にカーネルドライバーがロード

されます。またアプリケーションへのインターフェースであるＤＬＬドライ

バー部分はダイナミックにロード／アンロードされます。

アプリケーションからのドライバーへのアクセスは開発用インクルードフ

ァイルに含まれたプログラムコードから行います。

＜ＤＯＳドライバー＞  AS5270.EXE

・ ＴＳＲ型常駐ドライバー

・ ダイナミックロード、スタティックロード可能

（１）スタティックロードする場合

    AUTOEXEC.BAT 内に組み込んでください。

    AS5270.EXE -n <CardNo>  <- カード上のジャンパで設定した値

    例） AS5270.EXE -n 2    <- カードＮｏ２のドライバーを登録

  複数枚組み込む時は枚数分ドライバーを登録します。

    例）３枚組み込む場合
　　     AS5270.EXE -n 1
         AS5270.EXE -n 2
         AS5270.EXE -n 3

（２）ダイナミックロードする場合

ドライバーを使用するアプリケーションと同じディレクトリーにドライ

バーファイルをセットしておきます。アプリケーションでドライバーが必

要なタイミングにメモリー上にロードされます。

例） TST5270.EXE AS5270.EXE  <= 同じディレクトリーに置きます。

（注）スタティック、ダイナミックどちらのタイプのドライバーロード方
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法でもアプリケーションプログラムには違いはなくビルドし直す必要はあ

りません。アクセスライブラリーを組み込んだアプリケーションがドライ

バーをロードしようとした時メモリー上にすでに存在する場合はそれを使

用し、存在しない場合はドライバーをダイナミックにロードします。

＜Ｗｉｎ９５ドライバー＞  AS5270.DLL MIOIF.DLL
　　　　　　　　　　　　　 AS5270.VXD MVCOMD.VXD

・ ＤＬＬ／ＶＸＤドライバー

Ｗｉｎｄｏｗｓシステムディレクトリーにセットします。

注） インストーラー（INSTALL.BAT）がインストール時にセット

・ ダイナミックロード

ドライバーが必要なタイミングにシステム上にロードされ、不要となった

時点でシステム上から完全にアンロードされます。

＜ＷｉｎＮＴドライバー＞   AS5270.DLL MIOIF.DLL
　　　　　　　　　　　　　 AS5270.SYS MNCOMD.SYS

・ ＤＬＬ／カーネル（ＳＹＳ）ドライバー

 ＷｉｎＮＴシステムディレクトリーにセットされます。

注） インストーラー（INSTALL.BAT）がインストール時にセット

・ カーネル（ＳＹＳ）ドライバー

システム起動時にロードされ、シャットダウンする時にアンロードされま

す。

＜ＭＩＳ Ｉ／Ｏ インタフェース＞  MIOIF.DLL

 Ｃ言語ではない環境でＤＬＬ経由でドライバーを呼び出すためのインタフ

ェースＤＬＬです。Win95/WinNT 共通となり、内部で AS5270.DLL を呼び出

します。

 Visual Basic からはこのＤＬＬを呼び出してドライバーアクセスを行い

ます。

 

○ ドライバーの独立性

　ＭＩＳ Ｉ／Ｏドライバーはダイナミックにロードされた時必要な資源

（割り込み）を使用しアンロードされた時は元にもどします。また、レジ
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ストリーなど一切変更せず動作します。このため本ドライバーのインスト

ールによる他のドライバーやアプリケーションへの影響は最小限に抑えら

れています。

４・３　ドライバーアクセスライブラリー

ドライバーアクセスライブラリーは開発用インクルードファイルとして提

供されます。インクルードファイル内にドライバーアクセスコードが含まれ

ていますのでコンパイル可能であるかぎりコンパイラーに依存せずにドライ

バーアクセスが可能です。

例）　アクセスライブラリー呼び出しサンプルコード

#include “as5270.h”
DriverHandle hDriver;  CardHandle hCard;  UnitHandle hUnit;
int dat;
mOpenDriverAS5270( 1, &hDriver );　　//ドライバーをオープン
mLocateCard( AS5270, 1, &hCard );　//カードハンドルを取得
mCardOpen( hCard, 0 );　　　　　　 //カードをオープン
  mCardGetUnit( hCard, DIO_UNIT. 1, hUnit );
　　　　　　　　　　　　　　　　　 //ユニットハンドルを取得
mDioPutPort( hUnit, 0, dat );　　　//ポート出力
mCardControl( hCard, AS5270_CTRL_DIO_PORT_OUT_ENABLE );
　　　　　　　　　　　　　　　　　 //出力イネーブル

       mCardClose( hCard, 0 );　　　　　 //カードをクローズ
mCloseDriver( hDriver );　　　　　　//ドライバーをクローズ

この例ではドライバーをオープンしポートをアクセスし最後にすべてをク

ローズしています。オープンする時点でドライバーをダイナミックロードし

クローズの時点でドライバーをアンロードします。

ドライバーアクセスに必要な環境は ‘as5270.h’ ファイルを通してすべて

インクルードされます。

Application
include
 “as5270.h”

Header File
Included
Code

Driver
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４・４　ユーティリティ

・動作チェックプログラム    TST5270.EXE 　    ( DOS, Win95/NT )

　ＡＳ－５２７０の動作をドライバーを通じてテストするセルフテストプ

ログラムです。

実行方法

　TST5270.EXE <CardNo>     <- ジャンパーで設定するカードＮｏ

例）

< DOS の場合 >
C:¥>
CD ¥MIODEV¥AS5270¥DOS
TST5270.EXE 2     カードＮｏ２のセルフテストを行います。

< Win95/NT の場合 >
C:¥>
CD ¥MIODEV¥AS5270¥WIN95NT
TST5270.EXE 2

・割り込み設定プログラム    PCIINT.EXE　　（ＤＯＳ）

　ＡＳ－５２7０の割り込み可能／禁止状態を設定します。ここで割り込

み禁止にした場合、起動時にＩＲＱｎｏそのものの割り当てが行われず完

全に割り込みラインを使用しないようになります。

　設定後、ハードウェアリセットが必要です。（キーボードリセットでは

なくリセットスイッチか電源のＯｆｆ／Ｏｎでリセットします。）

　Ｗｉｎ９５のＤＯＳプロンプトからも利用できます。

例）
C:¥>
CD ¥MIODEV¥TOOL

PCIINT.EXE
MIS PCI I/O Card Interrupt Enable/Disable Change Utility
                 v2.00  copyright (c) 1998 Yamashita Systems
Command (L)ist/(C)hange/(Q)uit -> L       カードのリスト表示
Probed Card Listing
  AS-5270  cardno:1  irq:9  -  interrupt [Enabled]
  AS-5270  cardno:7  irq:9  -  interrupt [Enabled]
Command (L)ist/(C)hange/(Q)uit -> C　　     　　割り込み設定
Change Enable/Disable Interrupt State
  [1] AS-5270  cardno:1  irq:9  -  interrupt [Enabled]
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  [2] AS-5270  cardno:7  irq:9  -  interrupt [Enabled]
Change Card [1-2] -> 2　　　  ２番目のカードの割り込みを禁止
  [2] AS-5270  cardno:7  irq:9  -  interrupt [Disabled]
Command (L)ist/(C)hange/(Q)uit -> Q                     終了
!!! Require <Hardware Reset> for new Setting !!!

・ ＰＣＩチェックプログラム  PCIUTL.EXE　　（ＤＯＳ）

　ＰＣＩバスに接続されている ＭＩＳのカードをチェックしコンフィギ

ュレーション情報を表示するツールです。

　このプログラムの機能の中にＰＣＩＢＩＯＳのバージョンチェック、Ｐ

ＣＩバスに接続されているデバイスのリストとＰＣＩコンフィギュレーシ

ョンの表示機能を持っています。メモリーやＩ／Ｏアドレス、ＩＲＱｎｏ

の設定情報を確認できます。

　Ｗｉｎ９５のＤＯＳプロンプトからも利用できます。

例）
C:¥>
CD ¥MIODEV¥TOOL
PCIUTL.EXE

（Ｂ） Probing BIOS

　ＰＣＩＢＩＯＳバージョンおよびコンフィギュレーションメカニズム

を表示します。

（Ｄ） Probing Device

　ＰＣＩバスに接続されているデバイスとコンフィギュレーション情報

を表示する。各デバイスに割り付けられているＩ／Ｏアドレス、メモリ

ーアドレス、ＩＲＱｎｏが確認できます。ＭＩＳカードの割り込みと同

PCI Utility Program
Version 2.01

copyright (c) 1999
Yamashita Systems Corp

Probing BBBBIOS
Probing DDDDevice
Probing MMMMIS Card
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じＩＲＱｎｏのデバイスがないか確認することができます。

（Ｍ） Probing MIS Card

　ＰＣＩバスに接続されているＭＩＳのＰＣＩカードを表示します。

例）

MIS cards found :

 MIS AS-5260  Bus  0, device  10

    I/O at 0xe400.  memory at 0xceffe000.  IRQ 9.

 MIS AS-5270  Bus  0, device  11

    I/O at 0xd800.  memory at 0xceffc000.  IRQ 9.

　ＡＳ－５２６０とＡＳ－５２７０が一枚ずつ搭載されＩＲＱが同じ９に
共有割り込みとして設定されていることが分かります。

・ MIS カードチェックプログラム  MISPROBE.EXE （Ｗｉｎ９５／ＮＴ）

　ＷｉｎＮＴからはＤＯＳ用として用意したユーティリティが使えません。

ＷｉｎＮＴで利用可能なＭＩＳのカードの存在チェックをするユーティリ

ティプログラムを添付しています。このユーティリティによりＭＩＳが提

供しているＰＣＩ用のＩ／Ｏカードのリストを表示することが可能となり

ます。

例）

C:¥>
CD ¥MIODEV¥TOOL
MISPROBE
MIS PCI I/O Card Probe Utility for Win95/NT
V2.00  copyright (c) 1998 Yamashita Systems
MIS I/O cards found :
AS-5270 [1]  bus:0 device:1 irq:9 i/o:0x6300 mem:0xe0000000
AS-5270 [2]  bus:0 device:2 irq:10 i/o:0x6400 mem:0xe000800

      （注）[]内はジャンパーで指定されたカード No を示します

４・５　サンプルプログラム

＜動作チェックプログラム ＞  TST5270.EXE  ( DOS Win95/NT )

ＡＳ－５２７０の動作チェックを行うプログラム　ＤＯＳターゲット、Ｗ

ｉｎ９５／ＮＴターゲットどちらにもビルドできます。
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・ ＤＯＳターゲットのビルド

DOS¥SAMPLE¥BC に Borland C++用の Makefile を用意しています。

DOS¥SAMPLE¥MSC には MSC/Visual C++用の Makefile を用意しています。

コンパイラーがインストールされている場合、それぞれのディレクトリー

に移り MK.BAT コマンドを起動すればビルドが開始されます。

Borland C++ 3.0 を使用した例で示します。

［ビルド手順］
  C:¥>
  CD ¥MIODEV¥AS5270¥DOS¥SAMPLE¥BC
  MK
  MAKE Version ...

・ Ｗｉｎ９５／ＮＴターゲットのビルド

コンパイラーによって違いがありますが、だいたい同じような手順となり

ます。　Borland C++ 5.0 の例で示します。

［ビルド手順］

１）プロジェクトファイルを作成する。

  ターゲット環境 Win32、ターゲットモデル Console

２）ソースファイルを追加する。　　　　TST5270.C

３）ヘッダーディレクトリーを追加する。

  オプション／プロジェクト設定／ディレクトリ／インクルード

  ;C:¥MIODEV¥H を追加

４）実行モジュールをビルドする。　　　TST5270.EXE

＜ＡＳ－５２７０アクセスサンプルプログラム＞  （Ｗｉｎ９５／ＮＴ）

Ｃ言語版 サンプル　SAMPLE.EXE    AS5270¥WIN95NT¥SAMPLE¥

・ ソースファイル  SAMPLE.C  SAMPLE.H  SAMPLE.RC

 ［ビルド手順］（Borland C++ 5.0）

　１）プロジェクトファイルを作成する。

　ターゲット環境 Win32、ターゲットモデル Console

２）ソースファイル、リソースファイルを追加する。

　SAMPLE.C  SAMPLE.RC
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３）ヘッダーディレクトリーを追加する。

　オプション／プロジェクト設定／ディレクトリ／インクルード

　 ;C:¥MIODEV¥H を追加

４）実行モジュールをビルドする。

　SAMPLE.EXE

他の C/C++ 開発環境を利用する場合、上記の手順を参考にしてアプリケ

ーションを作成してください。

（注）「使用しない関数」についてワーニングを出すコンパイラーで、ワ

ーニングの数によってエラーとするものがあります。その場合、あらかじめ

許されるワーニングの数を増やしてください。

Visual Basic 版 サンプル　VBSAMPLE.EXE　  AS5270¥WIN95NT¥SAMPLE

・ プロジェクトファイル  VBSAMPLE.VBP

・ ソースファイル  VBSAMPLE.FRM

　[ビルド手順] (Visual Basic 4.0)

  １）プロジェクトファイルをオープンする。

　　　　VBSAMPLE.VBP

２）EXE ファイルを作成する。

　　　　VBSAMPLE.EXE

Visual Basic のプログラムでドライバーを利用する場合、MIOIF.DLL 経

由でドライバーをアクセスする必要があります。サンプルのプロジェクト

ではあらかじめ MIOIF.DLL アクセス用のインターフェス MIOIF.BAS を組み

込んでいます。

新しく Visual Basic のプログラムを作成する場合はプロジェクトに VB

用インターフェースモジュール MIOIF.BAS を新たに追加してください。

　Visual Basic 5.0 で添付のプロジェクトを開いた場合、自動で VB 5.0

用プロジェクトに変換されます。
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付録Ａ　ＦＤおよびインストール先ファイル構成

＜ＦＤ＞ ドライバーツールディスク

README.TXT　　　 はじめに
INSTALL.BAT　　　インストール用バッチファイル
MISPCI1.INF　　 Ｗｉｎ９５インストール情報ファイル
+- DOC　　　　　 オンラインドキュメント
   MANUAL.TXT　　　マニュアル （ＴＸＴファイル）
+- TOOL　　　　　ユーティリティー
   PCIINT.EXE　　　割り込み設定プログラム (DOS)
   PCIUTL.EXE　　　ＰＣＩチェックプログラム (DOS)
   MISPROBE.EXE 　ＭＩＳカードチェックプログラム (Win95/NT)
+- DOS　　　　　 ＤＯＳ用ドライバーおよびサンプル
   AS5270.EXE　　　ＡＳ－５２７０ ＤＯＳドライバー
   TST5270.EXE　　 ＡＳ－５２７０ 動作チェックプログラム
　　　　　　　　　　　 (Borland C++ 3.0 でビルド)
   +- SAMPLE　　 サンプルプログラム環境
      TST5270.C　　動作チェックプログラムソースファイル
      +- BC　　　　Boarland C++ 用ビルド環境 (BC++3.0/4.5 で確認)
      +- MSC     　MSC / Visual C++ 用ビルド環境 (VC++1.0 で確認)
+- WIN95　　　　Ｗｉｎ９５用ドライバー
   AS5270.DLL　　　ＡＳ－５２７０ Ｗｉｎ９５ ＤＬＬドライバー
   AS5270.VXD　　　ＡＳ－５２７０ Ｗｉｎ９５ ＶｘＤドライバー
   MVCOMD.VXD　　　ＭＩＳ Ｉ／Ｏ 共通 Ｗｉｎ９５ ＶｘＤドライバー
+- WINNT　　　　ＷｉｎＮＴ用ドライバー
   AS5270.DLL　 　ＡＳ－５２７０ ＷｉｎＮＴ ＤＬＬドライバー
   AS5270.SYS　 　ＡＳ－５２７０ ＷｉｎＮＴカーネルドライバー
   MNCOMD.SYS　　 ＭＩＳ Ｉ／Ｏ共通 ＷｉｎＮＴカーネルドライバー
+- WIN95NT　　　Ｗｉｎ９５／ＮＴ共用ドライバーおよびサンプル
   MIOIF.DLL　　　 ＭＩＳ Ｉ／Ｏ インターフェース ＤＬＬ
   TST5270.EXE　　 ＡＳ－５２７０ 動作チェックプログラム
   　　　　　　　　　　(Borland C++ 4.5 でビルド)
   SAMPLE.EXE　　　ＡＳ－５２７０ サンプルアクセスプログラム
　　　　　　　　　　 (Borland C++ 4.5 でビルド)
   VBSAMPLE.EXE　　VisualBasic 版 ＡＳ－５２７０ サンプルプログラム
　　　　　　　　　　　(Visual Basic 4.0 でビルド)
   +- SAMPLE　　　サンプルプログラム環境
      TST5270.C　　 動作チェックプログラムファイル　(DOS 版と同じ)
      ＡＳ－５２７０サンプルアクセスプログラムソース
        SAMPLE.C SAMPLE.H SAMPLE.RC
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      ＶＢ版サンプルプログラム環境 (VisualBasic4.0 用)
        VBSAMPLE.VBP　VisualBasic4.0 用プロジェクトファイル
        VBSAMPLE.FRM  VisualVasic4.0 用プログラムソースファイル
+- H　　　　　　　開発用インクルードファイル
   AS5270.H　　　　 AS5270 用ルートインクルードファイル
　 MIOIF.BAS　　　　MIOIF.DLL アクセス VisualBasic モジュール
   その他  *.H 各種ヘッダーインクルードファイル

＜インストール先  C:¥mioDev＞

  ＦＤ上のファイルがインストール先のディレクトリーにコピーされます。
インストール先を変更する場合は Install バッチのパラメータでディレクト
リーパスを指定します。

C:¥mioDev
+- H　　　　　　 開発用インクルードファイル
+- TOOL　　　　　ユーティリティー
+- AS5270
   +- DOC　　　　　 オンラインドキュメント
   +- DOS　　　　　 ＤＯＳ用ドライバーおよびサンプル
   +- WIN95NT 　　　Ｗｉｎ９５／ＮＴ共通ドライバーおよびサンプル
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付録Ｂ　プログラムオプションおよび使用例

＜ 動作チェックプログラム  ( TST5270.EXE ) ＞

TST5270.EXE  <CardNo>    <CardNo>  カードＮｏ

例）

  TST5270.EXE 2    カードＮｏ２のＡＳ－５２７０をテスト
　　AS5270 Self Test (Card:2) Start
　　...
　　Port/IRQ Resource .. Port:0xe400h-0xe41fh Irq:9
　　Port Access Test
　　...
　　Success
　　Timer Interrupt Test
　　...
　　Success
　　...
　　AS5270 Self Test OK

＜ ＡＳ－５２７０ ＤＯＳドライバー ( AS5270.EXE ) ＞

・ ドライバースタティックロード

AS5270.EXE -n <CardNo>

例）
  AS5270.EXE -n 1
  MIS AS-5270 DOS Driver v2.00  copyright (c) 1998 Yamashita ...
  Driver Installed.   cardno:1 ioport:0xe400 irq:9

・ ドライバースタティックアンロード

AS5270.EXE -n <CardNo> -u

例）
　AS5270 -n 1 -u
　MIS AS-5270 DOS Driver v2.00  copyright (c) 1998 Yamashita ..
　　Driver Removed.   cardno:1
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・ カードプローブ機能　ＰＣＩバス上のＡＳ－５２７０をリスト表示

AS5270.EXE -c

例）

  AS5270.EXE -c
  MIS AS-5270 DOS Driver v2.00  copyright (c) 1998 Yamashita ...
  Probed Card Listing
    AS-5270  cardno:1 ioport:0xe400

・ ドライバーリスト機能　メモリー上の ＤＯＳドライバーをリスト表示

 AS5270.EXE -l

 例）
   AS5270.EXE -l
   MIS AS-5270 DOS Driver v2.00  copyright (c) 1998 Yamashita ...
   Card Driver Listing
     as5270  cardno:1 ioport:0xe400 irq:9
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付録Ｃ　ボード部品配置図
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